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Ｓ知症をとりまく状況が大きく変わりつつあります。

病状の進行を遅らせる薬の開発、診断技術も日４進歩しています。

ご本人に寄りそう介Ｓや安むして暮らせる1th域づくりも始まっています。

認知症になってもいきいきと暮らすためには、どうすればいいのか。
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第一線の専r9家たちが、Ｅ療、介護の最新情報と

様４な取り組みを紹介します。
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開場:午後０時３０９ １演:午後1時終演予定:午後３時459・ｌ中Ｍ
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ア しＪ 熊本テルサテルサホール
住Ｓ:Ｓ本県熊本市中央ｇ水前寺・・28-51

定員く汐央１６５０も

‾　｜:::'お　事前の申し込みが必要てすﾟIZol生ヨ■Filください。
●

交通

◇Ｍ本市Ｓ「市立体育館前」・停から徒ホg10ﾀﾞy
◇熊本Ｓ市バス「熊本テルサね」搾・Ｍからすぐ

ジ

◇熊本都市バス／熊本バス／九jヽ|・業交きバス「・庁前」搾留ほから徒歩約５Ｑ
※公共交通機関をご利用ください。
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様４な取り組みを紹介します。
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池日EI学
態本大学大学院

いけだまなぷ

皿肖ﾄﾞﾖ7
西村哲夫　にしむらてつお

生命科学研究部神経精神医学分野教授ｉ§nn9尚/X'7'/ゝ7'rylふUMiﾐi7'WIZig騨rrlfilrrga7'/JSJ fSI-l

1960年生まれ。大阪大学Ｅ学部卒業。同大学神経科精神科にｊ
て研修後、博士号駅得。1994年兵庫県立高齢者脳機能研究|センター研究員兼Ellとして、認知症患者の診療と臨床研究にｉ
従事した後、愛媛大学Ｅ学部精神科神経科助手として、認知症

性疾患の地域疫学・査などの研究に着手する。2000年よＱＩ
ケンブリッジ大学ﾈゆ経科に留学、認知症性疾患の神経心理学的

研究に従事。2007年より現職。認知症の疾・sui台ｓiきの開51、1
認知症患者の自動車運転に関する研究などに取○組む。熊本県１
全域の若年性認知症の実態調査などに着手している。　　　；

特定非営利活動法人たまな散歩道理事長

ﾖi名市ｉ身。日本福祉大学社会福祉学部卒業。特別養護老人

ホーム、認知症高齢者グループホームなどの勤務を経て、

2008年にＮＰＯ法人設立。2009年EE名市「デイサービスセン

ターわだちj、2011年荒Ｓ市「デイサービスわだち製作所」

を開設。押し付ける介護ではなく、ご本人が現在そして将来に

目的、目標をもつて日や暮らせること、社会の4］でも役割を

持ち、社会から孤立しないことをモットーに支援していきたい

と試行錯誤しなから取り組んでいる。

１

堀本平ほりもとたいら
認知症の人と家族の会熊本県支部世話人

妻が2002年頃からもの忘れが目立つようになり、2007年に

アルツハイマー型認知症と診断される。自身の肝臓がん手術の

ための入院をきっかけに妻の症状が悪化。がんを抱えながらの！

介護に不安の日やを送つていたが、家族の思いを受け止めてく

れる医師や家族会とのｌ会いによ○、気持ちを切○替えること

ができた。現在も自身の病気の時に支えてくれた妻に恩ａしの

つもりで在宅介護を続けている。
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大村裕司 おおむらゆうじ

１本ｌｌ康ｌ祉Ｓｌｌ社会局認ＳＩまl策･jllSヶアｌ進課11

1983年熊本・庁入庁。企Ｓや地域振興、健康福祉関係分野で、

専rl職育成プランの策定やユニバーサルデザインの推進に携わ

る。2011年より現職。認知症対策を熊本県の重・施策に位・

づける蒲島県政の下、“認知症になっても、住み慣れたところ

で安心して暮らし続けることができる地域づく○”を実現する

ため、「現場から考える」をモットーに、関係機関･関係者の

皆様と手を取Ｑ合つて各種施策を推進している。

1971年ＮＨＫ入局。rおはようジャーナル」キャスターとして教育,健康、ｌｌといった生ｉに関わる

・情報番組を担当。2004年からは「福祉ネットワーク」キャスターとして、うつ、認知症、自殺対策な

ｉどの現代の福祉をテーマに、共生社会の在り方をめぐり各地でシンポジウムを開催。現在は、福祉

ｌジャーナリストとして大ｌ・の・ｌやｌ宍０・、ｉＳＩのためのＩＳをｌａい・で・えている。

勁

i150-0041束京都渋谷Ci神南1-4-1　第七共同ビル

jＶＳｇＳ１１Ｅ文化事業回「SiO症フォーラム熊本」係
ＦＡＸＯ３-３４７６－５９５６１ＦＡＸ番号はお関違えのないようお願いいたします。
ホームページhttｐ://ｗＷＷ.ｎｐＷ０.０r.jｐ/
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まちなかとしお

・ＮＨＫ福ｌネットワークキヤスター

入場は無料ですが、事前の串し込みがli要です。
参加ご希望の方は、はがき(単信),ＦＡＸ、メール(ホームページの申しi！みフォームから)のいすれかに

１．名前(必す個人名を記入)　　２．郵便番号･住所　　　３．電話番号　　　４．参加人数
－　　--　-－－－-

５。ご一緒に参加される方のｇ前(複数ｇの参加を希Ｓされる場合)
…………………-…………………………………-…………－－－－－……--……………………………-…………………

を書いて、お串し込みください。

を入場Ｓヨ1券(1枚で1人入場可)は、１１ｇ下旬以降、順次、希望人数分を封書でお送りいたします。

ぞ住所などに不備があると郵送できないため、郵便番号、住所は正確にご記入ください。

を個人情報は適切に管!Iし、Ｓ知症フォーラムの連絡のみに使・いたします。
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お問い合わせ

・一一－－一一一－－－一一一一一－

※必す個人名をこＥ入ください。
-

※勤務先住所の・合は、勤務先１も忘れすにこＥ入ください。

電話番号
－ -

参加人数

人

＜こ一緒に参力0される方のお名前ン


